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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第14期

第１四半期連結

累計(会計)期間

第15期

第１四半期連結

累計(会計)期間

第14期

会計期間
自　平成20年10月１日

至　平成20年12月31日

自　平成21年10月１日

至　平成21年12月31日

自　平成20年10月１日

至　平成21年９月30日

売上高 （千円） 5,798,959 7,262,743 25,732,891

経常利益 （千円） 237,293 396,403 2,177,990

四半期(当期)純利益 （千円） 140,886 242,487 1,669,553

純資産額 （千円） 5,223,745 6,786,088 6,807,080

総資産額 （千円） 10,298,30112,499,69012,557,417

１株当たり純資産額 （円） 38,747.28 49,943.85 50,227.79

１株当たり四半期(当期)純利益 （円） 1,041.76 1,804.52 12,446.91

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

（円） 1,040.51 1,793.16 12,346.21

自己資本比率 （％） 50.5 53.7 53.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 21,029 495,506 1,740,885

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △144,704 △233,815 △1,081,186

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △333,657 △312,509 △551,227

現金及び現金同等物
の四半期末(期末)残高

（千円） 966,563 1,481,549 1,532,367

従業員数 （名） 455 515 489

(注)　売上高には、消費税等は含まれていません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社および当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社における状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 515 （117）

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してい

ます。

　

(2)　提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 467 （117）

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載していま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

生産に該当する事項がないため、生産実績に関する記載はしていません。

　

(2)　受注実績

受注生産を行っていませんので、受注実績に関する記載はしていません。

　

(3)　販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

す。

　

事業の種類別セグメントの名称 　販売高(千円) 前年同四半期比(％)

コンテンツ配信事業 7,160,766 26.2

自社メディア型広告事業 145,949 1.4

消去 △43,972 －

計 7,262,743 25.2

（注）１　主な相手先別の販売実績の総販売実績に対する割合

相手先 前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

株式会社ＮＴＴドコモ 2,373,21640.9 3,140,81643.3

ＫＤＤＩ株式会社 2,229,94938.5 2,583,55335.6

ソフトバンクモバイル株式会社 933,348 16.1 1,299,21417.9

２　上記の金額には、消費税等は含まれていません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

はありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はあり

ません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われていません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）　経営成績の分析

当社は、成長が期待できる健康情報や最大需要期を迎えたデコレーションメールを中心に、有料会員数

の拡大を図るべくプロモーション活動を積極的に展開しました。これによりコンテンツ配信事業の平成

21年12月末の有料会員数は862万人（平成21年９月末比60万人増）に拡大しました。

  売上高は、有料会員数の拡大が寄与し7,262百万円（前年同四半期比25.2％増）となり、売上総利益は、

健康情報やデコレーションメールなど原価率の低いコンテンツを中心とする有料会員数の拡大や、音楽

系コンテンツのダウンロードの低減に伴う原価率の低下により、5,222百万円（同33.8％増）と大幅に増

加しました。

  営業利益、経常利益については、販売費及び一般管理費のうち、主に広告宣伝費や支払手数料、外注費、

人件費が増加しましたが、売上総利益の大幅な増益で吸収し、それぞれ397百万円（同49.4％増）、396百

万円（同67.1％増）となりました。

  四半期純利益については242百万円（同72.1％増）となりました。

　

セグメント別の概況は、次のとおりです。

　

①コンテンツ配信事業

デコレーションメールでは、最大需要期であるクリスマス・年末年始に向けて有料会員数の拡大を図

るべく、モバイル広告やテレビCMなど、積極的かつ効果的なプロモーションを展開しました。また、平成21

年12月にスタートした新規サイト『デコとも★ミニデコDX』、『デコとも★あにまるDX』も順調に拡大

しました。これらにより、デコレーションメールの有料会員数は平成21年12月末に100万人を突破し、全体

の有料会員数の拡大に大きく寄与しました。

　健康情報では、引き続き費用対効果の高いテレビCMなどによるプロモーションを展開し、有料会員数は

好調に拡大しました。

　音楽系コンテンツでは、人気楽曲獲得やプロモーション展開に注力したことにより、music.jp® 全体で

の有料会員数は順調に拡大しました。

　この他、生活情報系コンテンツにおいても、天気予報を中心に費用対効果の高いプロモーションを展開

したことにより、順調に拡大しました。

　これらの結果、平成21年12月末の有料会員数は862万人（平成21年９月末比60万人増）、売上高は7,160

百万円（前年同四半期比26.2％増）、営業利益は510百万円（同23.0％増）となりました。

②自社メディア型広告事業

先行的費用投資に伴う赤字額を最小限に抑えながら登録会員の活性度の向上に取り組み、平成21年12

月末の登録会員数は432万人（平成21年９月末比９万人増）、売上高は145百万円（前年同四半期比1.4％

増）、営業損益は74百万円の損失（前年同四半期は128百万円の損失）となりました。
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(2)　財政状態の分析

  当第１四半期連結会計期間末の資産合計は12,499百万円となり、前連結会計年度末に比べ57百万円の

減少となりました。

　資産の部については、流動資産では売掛金が増加しましたが、主にその他流動資産（前渡金）、繰延税金

資産の減少により29百万円の減少となり、固定資産では繰延税金資産が増加しましたが、主にソフトウェ

ア、投資有価証券の減少により28百万円の減少となりました。

　負債の部については、流動負債では未払法人税等が減少しましたが、主に未払金、買掛金の増加により5

百万円の増加となり、固定負債では主に長期借入金の減少により41百万円の減少となりました。

  純資産の残高については、四半期純利益として242百万円を計上しましたが、配当金の支払いにより20

百万円の減少となりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末対比△50百万円減少の1,481

百万円となりました。

  当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況および要因は次のとおりです。

　

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加による資金流出がありましたが、税金等調整前

四半期純利益や減価償却費等により495百万円の資金流入（前年同四半期は21百万円の資金流入）とな

りました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産（主にソフトウェア）の取得による支出等によ

り233百万円の資金流出（前年同四半期は144百万円の資金流出）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払による支出等により312百万円の資金流出（前年

同四半期は333百万円の資金流出）となりました。

　

(4)　事業上および財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変

更および新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、11百万円です。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2)　設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更ならびに重要な設備計画の完了はありません。また、新たに確定した重要な設備の新

設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 447,600

計 447,600

　

②　【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 134,402 134,412
㈱ジャスダック証券
取引所

単元株制度を採用し
ていません

計 134,402 134,412 － －

　　（注)　提出日の発行数には、平成22年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

　　 された株式は含まれていません。
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(2) 【新株引受権および新株予約権の状況】

旧商法第280条ノ19の規定に基づくストックオプション

株主総会の特別決議(平成12年12月22日)

　

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

新株引受権の数(個) 113

新株引受権のうち自己新株予約権の数 －

新株引受権の目的となる株式の種類 普通株式

新株引受権の目的となる株式の数(株) 226

新株引受権の行使時の払込金額(円) 186,500

新株引受権の行使期間
　　　平成13年２月１日から
　　　平成22年９月30日

新株引受権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価額及び資本組入額(円)

発行価額　　186,500
資本組入額　 93,250

新株引受権の行使の条件

新株引受行使時においても、当社の
取締役または従業員であることを
要する。定時株主総会決議および取
締役会決議に基づき、当社と付与対
象従業員との間で締結する「新株
発行請求権付与契約」の定めによ
る

新株引受権の譲渡に関する事項 譲渡・質入・相続不可

代用払込みに関する事項 該当事項はありません

組織再編成行為に伴う新株引受権の交付に関する事項 該当事項はありません

(注)　１　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により発行価額を調整し、調整により生じた１円未

満の端数は切り上げる。

調整後発行価額 ＝ 調整前発行価額 ×
1

分割・併合の比率

　　また、時価を下回る払込金額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整により生

じた１円未満の端数は切り上げる。

　 　 　 　
既発行株式数 ＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後発行価額 ＝ 調整前発行価額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数＋新規発行による増加株式数

２　平成20年３月31日最終の株主名簿および実質株主名簿に記載された株主の所有普通株式１株につき２

株の割合をもって分割を行っています。これにともない、新株引受権の目的となる株式の付与数は調整

後の株式の数を記載しています。　
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平成13年改正旧商法第280条ノ20および第280条ノ21の規定に基づく新株予約権

①　株主総会の特別決議(平成16年12月18日)

　

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

新株予約権の数(個) 582

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 1,164

新株予約権の行使時の払込金額(円) 83,000

新株予約権の行使期間
　　　平成19年２月１日から
　　　平成22年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価額及び資本組入額(円)

発行価額　　83,000
資本組入額　41,500

新株予約権の行使の条件

本新株予約権者は、権利行使時にお
いても、当社、当社子会社または当社
関係会社の取締役、監査役または使
用人のいずれかの地位を有すること
を要する。ただし、本新株予約権者の
退任または退職後の権利行使につき
正当な理由があると取締役会が認め
た場合は、この限りでない。平成19年
1月31日までは、割当数の２分の１ま
で行使することができる

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡するには、取締役会の承認を要
する。相続人は権利行使できない

代用払込みに関する事項 該当事項はありません

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 該当事項はありません

(注)　１　本新株予約権発行日以降、以下の事由が生じた場合は行使価額を調整する。

２　当社が株式分割または株式併合を行う場合、それぞれの効力発生の時をもって次の算式により行使 価

額を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
1

分割・併合の比率

３　当社が時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を行う場合(本新株予約権の行使による場

合および旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権の行使による場合を除く)、次の算式により行

使価額を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。ただし、算式中「既発行株式数」に

は新株発行等の前において会社が保有する自己株式数は含まない。

　 　 　 　
既発行株式数＋

新規発行(処分)株式数×１株当たり払込(処分)金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行(処分)前の時価

既発行株式数＋新規発行(処分)による増加株式数

４　当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い、本件新株予約権が承継される場合、または当社が新設

分割もしくは吸収分割を行う場合、その他これらの場合に準じ行使価額の調整を必要とする場合は、合

理的な範囲で適切に行使価額を調整する。

５　平成20年３月31日最終の株主名簿および実質株主名簿に記載された株主の所有普通株式１株につき２

株の割合をもって分割を行っています。これにともない、新株予約権の目的となる株式の付与数は調整

後の株式の数を記載しています。　
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②　株主総会の特別決議(平成16年12月18日)

　

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

新株予約権の数(個) 20

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 40

新株予約権の行使時の払込金額(円) 145,197

新株予約権の行使期間

　　税制適格
　　　平成19年２月１日から
　　　平成22年９月30日
　　税制非適格
　　　平成18年10月１日から
　　　平成22年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価額及び資本組入額(円)

   　発行価額　　145,197
   　資本組入額   72,599

新株予約権の行使の条件

(ア)税制適格契約締結の本新株予約
　　権者は、権利行使時においても
　　、当社、当社子会社または当社 
　　関係会社の取締役、監査役また
    は使用人のいずれかの地位を有
　　することを要する。ただし、本
　　新株予約権者の退任または退職
　　職後の権利行使につき正当な理
　　由があると取締役会が認めた場
　　合は、この限りでない
(イ)税制非適格契約締結の本新株予
　
　　約権者は、権利行使時において
　　も、当社と協力関係にあること
　　を要する
 ア 平成19年９月30日までは、割当
　　数の２分の１まで行使すること
　　ができる
 イ 平成22年９月30日までは、割当
　　数の全部について行使すること
　　ができる

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡するには、取締役会の承認を要
する。相続人は権利行使できない

代用払込みに関する事項 該当事項はありません

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 該当事項はありません

(注)　１　本新株予約権発行日以降、以下の事由が生じた場合は行使価額を調整する。

２　当社が株式分割または株式併合を行う場合、それぞれの効力発生の時をもって次の算式により行使価額

を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
1

分割・併合の比率

３　当社が時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を行う場合(本新株予約権の行使による場

合および旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権の行使による場合を除く)、次の算式により行

使価額を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。ただし、算式中「既発行株式数」に

は新株発行等の前において会社が保有する自己株式数は含まない。

　 　 　 　
既発行株式数＋

新規発行(処分)株式数×１株当たり払込(処分)金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行(処分)前の時価

既発行株式数＋新規発行(処分)による増加株式数

４　当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い、本件新株予約権が承継される場合、または当社が新設

分割もしくは吸収分割を行う場合、その他これらの場合に準じ行使価額の調整を必要とする場合は、合

理的な範囲で適切に行使価額を調整する。

５　平成20年３月31日最終の株主名簿および実質株主名簿に記載された株主の所有普通株式１株につき２

株の割合をもって分割を行っています。これにともない、新株予約権の目的となる株式の付与数は調整

後の株式の数を記載しています。　
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③　株主総会の特別決議(平成16年12月18日)

　

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

新株予約権の数(個) 86

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 172

新株予約権の行使時の払込金額(円) 221,500

新株予約権の行使期間
　　　平成19年12月１日から
　　　平成22年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価額及び資本組入額(円)

発行価額　　221,500
資本組入額　110,750

新株予約権の行使の条件

本新株予約権者は、権利行使時にお
いても、当社、当社子会社または当社
関係会社の取締役、監査役または使
用人のいずれかの地位を有すること
を要する。ただし、本新株予約権者の
退任または退職後の権利行使につき
正当な理由があると取締役会が認め
た場合は、この限りでない

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡するには、取締役会の承認を要
する。相続人は権利行使できない

代用払込みに関する事項 該当事項はありません

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 該当事項はありません

(注)　１　本新株予約権発行日以降、以下の事由が生じた場合は行使価額を調整する。

２　当社が株式分割または株式併合を行う場合、それぞれの効力発生の時をもって次の算式により行使価額

を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
1

分割・併合の比率

３　当社が時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を行う場合(本新株予約権の行使による場

合および旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権の行使による場合を除く)、次の算式により行

使価額を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。ただし、算式中「既発行株式数」に

は新株発行等の前において会社が保有する自己株式数は含まない。

　 　 　 　
既発行株式数＋

新規発行(処分)株式数×１株当たり払込(処分)金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行(処分)前の時価

既発行株式数＋新規発行(処分)による増加株式数

４　当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い、本件新株予約権が承継される場合、または当社が新設

分割もしくは吸収分割を行う場合、その他これらの場合に準じ行使価額の調整を必要とする場合は、合

理的な範囲で適切に行使価額を調整する。

５　平成20年３月31日最終の株主名簿および実質株主名簿に記載された株主の所有普通株式１株につき２

株の割合をもって分割を行っています。これにともない、新株予約権の目的となる株式の付与数は調整

後の株式の数を記載しています。　
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④　株主総会の特別決議(平成17年12月23日)

　

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

新株予約権の数(個) 478

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 956

新株予約権の行使時の払込金額(円) 228,707

新株予約権の行使期間

　　税制適格
　　　平成20年３月１日から
　　　平成23年９月30日
　　税制非適格
　　　平成19年３月１日から
　　　平成23年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価額及び資本組入額(円)

   　発行価額　　228,707
   　資本組入額  114,354

新株予約権の行使の条件

(ア)税制適格契約締結の本新株予約
　　権者は、権利行使時においても
　　、当社、当社子会社または当社
　　関係会社の取締役、監査役また
　　は使用人のいずれかの地位を有
　　することを要する。ただし、本
　　新株予約権者の退任または退職
　　後の権利行使につき正当な理由
　　があると取締役会が認めた場合　
　　は、この限りでない。なお、新
　　株予約権者の任期満了による退
　　任、定年による退職の場合は、
　　権利行使期間終了まで引き続き
　　権利を有するものとする
(イ)税制非適格契約締結の本新株予
　
　　約権者は、権利行使時において
　　も、当社と協力関係にあること
　　を要する
 ア 平成20年２月29日までは、割当
　　数の２分の１まで行使すること
　　ができる
 イ 平成23年９月30日までは、割当
　　数の全部について行使すること
　　ができる

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡するには、取締役会の承認を要
する。相続人は権利行使できない

代用払込みに関する事項 該当事項はありません

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 該当事項はありません

(注)　１　本新株予約権発行日以降、以下の事由が生じた場合は行使価額を調整する。

２　当社が株式分割または株式併合を行う場合、それぞれの効力発生の時をもって次の算式により行使価額

を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
1

分割・併合の比率

３　当社が時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を行う場合(本新株予約権の行使による場

合および旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権の行使による場合を除く)、次の算式により行

使価額を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。ただし、算式中「既発行株式数」に

は新株発行等の前において会社が保有する自己株式数は含まない。

　 　 　 　
既発行株式数＋

新規発行(処分)株式数×１株当たり払込(処分)金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行(処分)前の時価

既発行株式数＋新規発行(処分)による増加株式数

４　当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い、本件新株予約権が承継される場合、または当社が新設

分割もしくは吸収分割を行う場合、その他これらの場合に準じ行使価額の調整を必要とする場合は、合

理的な範囲で適切に行使価額を調整する。

５　平成20年３月31日最終の株主名簿および実質株主名簿に記載された株主の所有普通株式１株につき２

株の割合をもって分割を行っています。これにともない、新株予約権の目的となる株式の付与数は調整

後の株式の数を記載しています。　
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⑤　株主総会の特別決議(平成17年12月23日)

　

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

新株予約権の数(個) 100

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 200

新株予約権の行使時の払込金額(円) 233,500

新株予約権の行使期間
　　　平成19年４月１日から
　　　平成23年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価額及び資本組入額(円)

   　発行価額　　233,500
   　資本組入額  116,750

新株予約権の行使の条件

(ア)本新株予約権者は、権利行使時
　　においても、当社、当社子会社
　　または当社関係会社と協力関係
　　にあることを要する
(イ)本新株予約権者は、以下の区分
　　に従って、各割当数の一部また
　　は全部を行使することができ
　　る。ただし、以下の計算の結
　　果、行使可能な新株予約権の数
　　が整数でない場合は、整数に切
　　り上げた数とする
 ア 平成20年３月31日までは、割当
　　数の２分の１まで行使すること
　　ができる
 イ 平成23年９月30日までは、割当
　　数の全部について行使すること
　　ができる

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡するには、取締役会の承認を要
する。相続人は権利行使できない

代用払込みに関する事項 該当事項はありません

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 該当事項はありません

(注)　１　本新株予約権発行日以降、以下の事由が生じた場合は行使価額を調整する。

２　当社が株式分割または株式併合を行う場合、それぞれの効力発生の時をもって次の算式により行使価額

を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
1

分割・併合の比率

３　当社が時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を行う場合(本新株予約権の行使による場

合および旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権の行使による場合を除く)、次の算式により行

使価額を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。ただし、算式中「既発行株式数」に

は新株発行等の前において会社が保有する自己株式数は含まない。

　 　 　 　
既発行株式数＋

新規発行(処分)株式数×１株当たり払込(処分)金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行(処分)前の時価

既発行株式数＋新規発行(処分)による増加株式数

４　当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い、本件新株予約権が承継される場合、または当社が新設

分割もしくは吸収分割を行う場合、その他これらの場合に準じ行使価額の調整を必要とする場合は、合

理的な範囲で適切に行使価額を調整する。

５　平成20年３月31日最終の株主名簿および実質株主名簿に記載された株主の所有普通株式１株につき２

株の割合をもって分割を行っています。これにともない、新株予約権の目的となる株式の付与数は調整

後の株式の数を記載しています。　
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会社法第240条第２項および同条第３項の規定に基づくストックオプション

①取締役会の決議(平成20年２月21日)

　

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

新株予約権の数(個) 325

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 650

新株予約権の行使時の払込金額(円) 222,627

新株予約権の行使期間
　　　平成22年４月１日から
　　　平成25年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価額及び資本組入額(円)

   　発行価額　　222,627
   　資本組入額  111,314

新株予約権の行使の条件

(ア)新株予約権者は、権利行使時に
　　おいても、当社、当社の子会社
　　または当社の関連会社の取締
　　役、監査役または従業員のいず
　　れかの地位を有することを要す
　　る。ただし、任期満了による退
　　任、定年退職、その他新株予約
　　権者の退任または退職後の権利
　　行使につき正当な理由があると
　　取締役会が認めた場合は、この
　　限りでない
(イ)新株予約権者が死亡した場合、
　　新株予約権者の相続人による新
　　株予約権の行使は認めないもの
　　とし、当該新株予約権は会社法
　　第287条の定めに基づき消滅す
　　るものとする
(ウ)新株予約権者は、その割当数の
　　一部または全部を行使すること
　　ができる。ただし、新株予約権
　　の１個未満の行使はできないも
　　のとする
(エ)新株予約権者が当社、当社の子
　　会社または当社の関連会社の取　　
　　締役、監査役または従業員のい
　　ずれの地位も有しなくなった場
　　合、当社は、取締役会で当該新
　　株予約権の権利行使を認めるこ
　　とがない旨の決議をすることが　
　　できる。この場合においては、
　　当該新株予約権は会社法第287
　　条の定めに基づき消滅するもの
　　とする

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡するには、取締役会の承認を要
する

代用払込みに関する事項 該当事項はありません
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第１四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

当社が、合併(当社が合併により消滅
する場合に限る)、吸収分割、新設分
割、株式交換または株式移転(以上を
総称して以下「組織再編行為」とい
う)をする場合において、組織再編行
為の効力発生時点において残存する
新株予約権(以下「残存新株予約
権」という)の新株予約権者に対し、
それぞれの場合につき、会社法第236
条第１項第８号イからホまでに掲げ
る株式会社(以下「再編対象会社」
という)の新株予約権をそれぞれ交
付することとする。この場合におい
ては、残存新株予約権は消滅し、再編
対象会社は新株予約権を交付する旨
およびその比率を、吸収合併契約、新
設合併契約、吸収分割契約、新設分割
計画、株式交換契約および株式移転
計画において定めた場合に限るもの
とする
 

(注)　１　本新株予約権発行日以降、以下の事由が生じた場合は行使価額を調整する。

２　当社が株式分割または株式併合を行う場合、それぞれの効力発生の時をもって次の算式により行使価額

を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
1

分割・併合の比率

３　当社が時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を行う場合(本新株予約権の行使による場

合および旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権の行使による場合を除く)、次の算式により行

使価額を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。ただし、算式中「既発行株式数」に

は新株発行等の前において会社が保有する自己株式数は含まない。

　 　 　 　
既発行株式数＋

新規発行(処分)株式数×１株当たり払込(処分)金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行(処分)前の時価

既発行株式数＋新規発行(処分)による増加株式数

４　当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い、本件新株予約権が承継される場合、または当社が新設

分割もしくは吸収分割を行う場合、その他これらの場合に準じ行使価額の調整を必要とする場合は、合

理的な範囲で適切に行使価額を調整する。

５　平成20年３月31日最終の株主名簿および実質株主名簿に記載された株主の所有普通株式１株につき２

株の割合をもって分割を行っています。これにともない、新株予約権の目的となる株式の付与数は調整

後の株式の数を記載しています。　
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②取締役会の決議(平成21年１月30日)

　

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

新株予約権の数(個) 736

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 736

新株予約権の行使時の払込金額(円) 153,200

新株予約権の行使期間
　　　平成23年３月１日から
　　　平成26年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価額及び資本組入額(円)

   　発行価額　　153,200
   　資本組入額  76,600

新株予約権の行使の条件

(ア)新株予約権者は、権利行使時に
　　おいても、当社、当社の子会社
　　または当社の関連会社の取締
　　役、監査役または従業員のいず
　　れかの地位を有することを要す
　　る。ただし、任期満了による退
　　任、定年退職、その他新株予約
　　権者の退任または退職後の権利
　　行使につき正当な理由があると
　　取締役会が認めた場合は、この
　　限りでない
(イ)新株予約権者が死亡した場合、
　　新株予約権者の相続人による新
　　株予約権の行使は認めないもの
　　とし、当該新株予約権は会社法
　　第287条の定めに基づき消滅す
　　るものとする
(ウ)新株予約権者は、その割当数の
　　一部または全部を行使すること
　　ができる。ただし、新株予約権
　　の１個未満の行使はできないも
　　のとする
(エ)新株予約権者が当社、当社の子
　　会社または当社の関連会社の取　　
　　締役、監査役または従業員のい
　　ずれの地位も有しなくなった場
　　合、当社は、取締役会で当該新
　　株予約権の権利行使を認めるこ
　　とがない旨の決議をすることが　
　　できる。この場合においては、
　　当該新株予約権は会社法第287
　　条の定めに基づき消滅するもの
　　とする

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡するには、取締役会の承認を要
する

代用払込みに関する事項 該当事項はありません
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第１四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

当社が、合併(当社が合併により消滅
する場合に限る)、吸収分割、新設分
割、株式交換または株式移転(以上を
総称して以下「組織再編行為」とい
う)をする場合において、組織再編行
為の効力発生時点において残存する
新株予約権(以下「残存新株予約
権」という)の新株予約権者に対し、
それぞれの場合につき、会社法第236
条第１項第８号イからホまでに掲げ
る株式会社(以下「再編対象会社」
という)の新株予約権をそれぞれ交
付することとする。この場合におい
ては、残存新株予約権は消滅し、再編
対象会社は新株予約権を交付する旨
およびその比率を、吸収合併契約、新
設合併契約、吸収分割契約、新設分割
計画、株式交換契約および株式移転
計画において定めた場合に限るもの
とする
 

(注)　１　本新株予約権発行日以降、以下の事由が生じた場合は行使価額を調整する。

２　当社が株式分割または株式併合を行う場合、それぞれの効力発生の時をもって次の算式により行使価額

を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
1

分割・併合の比率

３　当社が時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を行う場合(本新株予約権の行使による場

合および旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権の行使による場合を除く)、次の算式により行

使価額を調整し、調整により生じた１円未満の端数は切り上げる。ただし、算式中「既発行株式数」に

は新株発行等の前において会社が保有する自己株式数は含まない。

　 　 　 　
既発行株式数＋

新規発行(処分)株式数×１株当たり払込(処分)金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
新規発行(処分)前の時価

既発行株式数＋新規発行(処分)による増加株式数

４　当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い、本件新株予約権が承継される場合、または当社が新設

分割もしくは吸収分割を行う場合、その他これらの場合に準じ行使価額の調整を必要とする場合は、合

理的な範囲で適切に行使価額を調整する。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日～

平成21年12月31日

（注）

60 134,402 3,1112,538,5043,1112,343,573

（注)　新株予約権の行使による増加です。

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握していませ

ん。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日現在で記載しています。

①　【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　 － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 134,342 134,342
権利内容に何ら限定の
ない当社における標準
となる株式

単元未満株式 　 － － －

発行済株式総数 　 134,342 － －

総株主の議決権 　 － 134,342 －

（注)　完全議決権株式(その他)には、証券保管振替機構名義の株式の７株（議決権７個）が含まれています。

　

②　【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合(％)

（自己保有株式）
新宿区西新宿３-20-２

　 　 　 　

株式会社エムティーアイ － － － －

計 － － － － －

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年10月 11月 12月

最高(円) 246,900225,000208,600

最低(円) 199,000166,900170,500

(注)　最高・最低株価は、株式会社ジャスダック証券取引所における株価を記載しています。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりで

す。

　

役職の異動

　

新役名および職名 旧役名および職名 氏名 異動年月日

取締役
副社長

モバイルサービス事業本部・
ITセンター担当

取締役
副社長

モバイルサービス事業本部長 泉　博史 平成22年２月１日

常　務
取締役

ITセンター長 兼
システムソリューション

統括部長

常　務
取締役

ITセンター長 成田　透 平成22年２月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しています。

なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連

結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）お

よび当第１四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結

財務諸表規則に基づいて作成しています。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年10月

１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表および当第１四半期連結会計期間（平成21年

10月１日から平成21年12月31日まで）ならびに当第１四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを

受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,481,549 1,532,367

売掛金 7,096,066 6,733,666

貯蔵品 12,594 6,336

繰延税金資産 567,865 658,367

その他 534,104 769,895

貸倒引当金 △361,413 △340,726

流動資産合計 9,330,766 9,359,907

固定資産

有形固定資産 ※1
 204,587

※1
 213,468

無形固定資産

ソフトウエア 1,313,610 1,338,488

その他 6,854 6,765

無形固定資産合計 1,320,465 1,345,253

投資その他の資産

投資有価証券 569,097 594,702

敷金及び保証金 593,512 593,512

繰延税金資産 453,585 420,902

その他 40,665 39,530

貸倒引当金 △12,989 △9,860

投資その他の資産合計 1,643,870 1,638,787

固定資産合計 3,168,923 3,197,509

資産合計 12,499,690 12,557,417
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,141,687 1,974,322

1年内返済予定の長期借入金 200,196 200,196

未払金 1,400,225 1,123,063

未払法人税等 75,403 432,006

コイン等引当金 852,712 803,064

その他 369,995 502,374

流動負債合計 5,040,221 5,035,027

固定負債

長期借入金 449,461 499,510

退職給付引当金 130,809 120,409

負ののれん 92,968 95,248

その他 141 141

固定負債合計 673,380 715,309

負債合計 5,713,601 5,750,336

純資産の部

株主資本

資本金 2,538,504 2,535,392

資本剰余金 3,048,684 3,045,573

利益剰余金 1,097,643 1,123,839

株主資本合計 6,684,832 6,704,805

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 27,720 42,897

評価・換算差額等合計 27,720 42,897

新株予約権 73,534 59,377

純資産合計 6,786,088 6,807,080

負債純資産合計 12,499,690 12,557,417
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 5,798,959 7,262,743

売上原価 1,896,958 2,040,005

売上総利益 3,902,000 5,222,738

販売費及び一般管理費 ※1
 3,635,790

※1
 4,825,046

営業利益 266,210 397,691

営業外収益

受取利息 298 10

負ののれん償却額 2,279 2,279

その他 1,428 3,559

営業外収益合計 4,006 5,849

営業外費用

支払利息 5,417 4,614

持分法による投資損失 1,687 12

消費税等調整額 24,229 －

その他 1,588 2,510

営業外費用合計 32,923 7,138

経常利益 237,293 396,403

特別利益

投資有価証券売却益 6 －

特別利益合計 6 －

特別損失

固定資産除却損 － 30,380

関係会社株式売却損 3,503 －

退職給付費用 89,116 －

コンテンツ情報料 139,527 －

特別損失合計 232,147 30,380

税金等調整前四半期純利益 5,152 366,022

法人税、住民税及び事業税 2,684 55,299

法人税等調整額 △138,418 68,235

法人税等合計 △135,733 123,534

四半期純利益 140,886 242,487
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,152 366,022

減価償却費 205,219 235,965

退職給付引当金の増減額（△は減少） 96,434 10,400

受取利息及び受取配当金 △298 △16

コイン等引当金 71,066 49,648

売上債権の増減額（△は増加） △249,950 △362,400

仕入債務の増減額（△は減少） 465,828 167,364

未払金の増減額（△は減少） 102,223 277,232

その他 81,454 142,481

小計 777,131 886,698

利息及び配当金の受取額 317 16

利息の支払額 △5,457 △4,614

法人税等の支払額 △750,962 △386,593

営業活動によるキャッシュ・フロー 21,029 495,506

投資活動によるキャッシュ・フロー

無形固定資産の取得による支出 △258,210 △231,242

関係会社株式の売却による収入 216,000 －

その他 △102,494 △2,573

投資活動によるキャッシュ・フロー △144,704 △233,815

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △154,875 －

配当金の支払額 △135,687 △268,684

その他 △43,095 △43,825

財務活動によるキャッシュ・フロー △333,657 △312,509

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △457,332 △50,818

現金及び現金同等物の期首残高 1,442,113 1,532,367

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △18,217 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 966,563

※1
 1,481,549
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

一般債権の貸倒見積高の算定方法

　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しています。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第１四半期連結会計期間末

(平成21年12月31日)

前連結会計年度末

(平成21年９月30日)

※１　固定資産の減価償却累計額

有形固定資産の減価償却累計額 237,354千円

 

※１　固定資産の減価償却累計額

有形固定資産の減価償却累計額 227,039千円

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金
額は次のとおりです。

 

支払手数料 633,657千円

広告宣伝費 1,301,448千円

給料及び手当 499,337千円

退職給付費用 7,317千円

貸倒引当金繰入額 67,789千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金
額は次のとおりです。

 

支払手数料 805,171千円

広告宣伝費 2,101,010千円

給料及び手当 708,154千円

退職給付費用 10,400千円

貸倒引当金繰入額 80,087千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

現金及び預金勘定 966,563千円

現金及び現金同等物 966,563千円

　

　

現金及び預金勘定 1,481,549千円

現金及び現金同等物 1,481,549千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）および当第１四半期連結累計期間（自　平成21年10月１

日　至　平成21年12月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類

当第１四半期

連結会計期間末

(株)

　普通株式 134,402

　

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

会社名 目的となる株式の種類
目的となる株式の数

(株)

当第１四半期

連結会計期間末残高

(千円)

提出会社 普通株式 ― 73,534

合計 ― 73,534

　

４　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成21年12月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 268,6842,000平成21年９月30日平成21年12月24日

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

　

　

コンテンツ

配信事業

(千円)

自社メディア

型広告事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に
対する売上高

5,675,562123,3975,798,959 － 5,798,959

(2)セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ 20,535 20,535 (20,535) －

計 5,675,562143,9335,819,495(20,535)5,798,959

営業利益又は
営業損失(△)

415,140△128,352 286,787(20,576)266,210

(注) 事業の区分の方法および各区分に属する主要なサービスおよび製品の名称

１　事業区分の方法・・・・・サービスの内容および特性を考慮して区分しています。

２　各事業区分に属する主要な製品等の名称は下記のとおりです。

　　コンテンツ配信事業・・・・・・・モバイル・コンテンツ配信（公式サイト運営）、広告代理店等

　　自社メディア型広告事業・・・・・モバイル・コンテンツ配信（一般サイト運営）、広告代理店等

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　

　

コンテンツ

配信事業

(千円)

自社メディア

型広告事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に
対する売上高

7,160,766101,9767,262,743 － 7,262,743

(2)セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ 43,972 43,972 (43,972) －

計 7,160,766145,9497,306,716(43,972)7,262,743

営業利益又は
営業損失(△)

510,433△74,837 435,596(37,904)397,691

(注) 事業の区分の方法および各区分に属する主要なサービスおよび製品の名称

１　事業区分の方法・・・・・サービスの内容および特性を考慮して区分しています。

２　各事業区分に属する主要な製品等の名称は下記のとおりです。

　　コンテンツ配信事業・・・・・・・モバイル・コンテンツ配信（公式サイト運営）、広告代理店等

　　自社メディア型広告事業・・・・・モバイル・コンテンツ配信（一般サイト運営）、広告代理店等

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）および当第１四半期連結累

計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

本邦以外の国または地域に所在する子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）および当第１四半期連結累

計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第１四半期連結会計期間末

(平成21年12月31日)

前連結会計年度末

(平成21年９月30日)

　

１株当たり純資産額 49,943円85銭

　

　

１株当たり純資産額 50,227円79銭

　
　 　

　

２　１株当たり四半期純利益および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

　

１株当たり四半期純利益 1,041円76銭

潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益

1,040円51銭

　

　

１株当たり四半期純利益 1,804円52銭

潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益

1,793円16銭

　

(注)　１株当たり四半期純利益および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

前第１四半期連結累計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 　 　

　四半期純利益（千円） 140,886 242,487

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 140,886 242,487

　普通株式の期中平均株式数（株） 135,238.74 134,377.76

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　 　

　四半期純利益調整額（千円） － －

　普通株式増加数（株） 162.01 851.21

　　（うち新株引受権）（株） (－) （8.36)

　　（うち新株予約権）（株） (162.01) (842.85)
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(重要な後発事象)

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

(ストックオプションとしての新株予約権の発行について）

当社は平成22年１月28日開催の取締役会において、当社の従業員に対し、ストックオプションとして新株

予約権を発行することを決議しました。

　

１　ストックオプションとして新株予約権を発行する理由

当社グループの業績向上や企業価値増大に対する意欲や士気を高めるためのインセンティブを与

えることを目的とし、ストックオプションとして新株予約権を発行するものです。

　

２　新株予約権発行の要領

(1) 新株予約権の割当を受ける者

当社従業員　50名

　

(2) 新株予約権の目的である株式の種類および数

普通株式646株を上限とする。

　

新株予約権の目的である株式の種類は普通株式とし、新株予約権１個当たりの目的である株式の

数（以下「付与株式数」という。）は１株とする。

なお、新株予約権を割り当てる日（以下「割当日」という。）後、当社が株式分割または株式併合

をおこなう場合、当社が必要と認める調整を行うものとする。

　

(3) 新株予約権の数

646個を上限とする。

なお、新株予約権を行使することにより交付を受けることができる株式の総数は646株とし、上記

(2)により付与株式数が調整された場合は、調整後付与株式数に上記新株予約権の数を乗じた数とす

る。

　

(4) 新株予約権の払込金額

新株予約権の払込金額は、割当日において算定される新株予約権の公正価額とする。ただし、新株

予約権の払込みは、割り当てを受ける当社従業員が、当社に対して有する報酬請求権と相殺するた

め、金銭による払込みを要しない。

なお、新株予約権の公正価額は、割当日における当社株価および行使価額等の諸条件をもとにブ

ラック・ショールズ式を用いて算定する。
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(5) 新株予約権の割当日

平成22年２月16日

　

(6) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

新株予約権１個当たりの行使に際して出資される財産の価額は、新株予約権を行使することによ

り交付を受けることができる株式１株当たりの払込金額（以下「行使価額」という。）に付与株式

数を乗じた金額とする。

行使価額は、割当日の属する月の前月の各日（取引が成立しない日を除く。）の株式会社ジャス

ダック証券取引所における当社株式の普通取引の終値の平均値に1.05を乗じた金額（１円未満の端

数は切り上げ）とする。ただし、当該金額が割当日の前日の終値（当日に取引が成立しない場合は、

それに先立つ直近日の終値）を下回る場合は、当該終値とする。

なお、割当日後、株式分割または株式併合、時価を下回る価額での新株式の発行または自己株式の

処分、その他行使価額を変更することが適切な場合は、当社が必要と認める調整を行うものとする。

　

(7) 新株予約権の権利行使期間

平成24年３月１日から平成27年９月30日までとする。

　

(8) 新株予約権の行使の条件

新株予約権者は、新株予約権の行使時においても、当社、当社子会社または当社の関連会社の取締

役、監査役または従業員のいずれかの地位に有することを要する。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

株式会社エムティーアイ

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　斉　藤　浩　史　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　井　上　秀　之　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社エムティーアイの平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期

間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エムティーアイ及び連結子会社の平

成20年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

会社と当監査法人又は業務執行役員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しています。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社エムティーアイ(E05049)

四半期報告書

36/37



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月15日

株式会社エムティーアイ

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　斉　藤　浩　史　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　井　上　秀　之　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社エムティーアイの平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間(平成21年10月１日から平成

21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エムティーアイ及び連結子会社の平

成21年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

会社と当監査法人又は業務執行役員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しています。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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